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R のインストール方法 

令和 3 年 5 月 10 日 

 

1. CRAN からの R のインストールパッケージのダウンロード 

R の計算パッケージが公開されている The Comprehensive R Archieve Network 

(CRAN) から、R のインストールパッケージをダウンロードします。 

 

① CRAN のミラーサイト（https://cran.ism.ac.jp/）にアクセスしてください。 

 

 

 
 

 

CRAN ミラーサイトのトップページは、上記のような構成になっています。一

番上の枠内にある「Download and Install R」から、インストールパッケージをダ

ウンロードします。Linux, Mac, Windows の 3 つの OS に対応したインストール

パッケージがありますので、ご使用される PC の OS に合ったパッケージを選択
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してください。以降では、Windows 版をインストールする際の手順について解説

します（Linux, Mac 版でも同様の手順でインストールを行うことができます）。 

 

 

② 「Download R for Windows」のリンクをクリックすると、以下のページに移

動します。「base」のリンクをクリックしてください。 
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③ 以下のページに移動します。「Download R 4.0.5 for Windows」をクリックして

ください。インストールパッケージのダウンロードが開始されます。 

 

 

 

 

 

 特に問題なく、ダウンロードが完了したら、インストールの準備は完了です。 
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2. R のインストール 

ここまでの手順によって、最新版の R のインストールパッケージがダウンロ

ードされています。Windows 版 Ver. 4.0.5（2021 年 5 月 10 日時点での最新版）の

インストールパッケージは、「R-4.0.5-win.exe」という名前のファイルとなってい

ます。 

 

① 「R-4.0.5-win.exe」を立ち上げてください。以下のウィンドウが立ち上がり、

インストールプログラムが開始されます。 

まずは、「セットアップに使用する言語の選択」を行います。特に、日本語

で問題がないようであれば、「日本語」としたまま、「OK」をクリックしてく

ださい。 
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② R の利用規約が表示されます。特に問題がないようであれば、「次へ」をク

リックしてください。 
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③ R のプログラムに関連するファイルをインストールするフォルダを指定し

ます。特に問題がないようであれば、デフォルトの設定のまま、「次へ」を

クリックしてください。 
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④ R のインストールファイルを選択します。はじめて使用される方は、デフォ

ルトの設定のまま（利用者向けインストール）でよろしいかと思います。「次

へ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

「Core Files」は、R を動かすための基本的なプログラムファイルなので、チェ

ックボックスを外すことはできません。 

R version 4 には、32 bit マシンと 64 bit マシンのそれぞれに対応した 2 つのプ

ログラムが存在します。使用されるマシンのスペックに合わせて、どちらか一方

のプログラムを選択すれば、問題なく動作します。ご使用の PC が 64 bit マシン

であれば、「32-bit Files」のチェックボックスは外しても差し支えありません（64-

bit マシン対応のプログラムのみをインストール）。同様に、32 bit マシンであれ

ば、「64-bit Files」のチェックボックスは外しても差し支えありません（32-bit マ

シン対応のプログラムのみをインストール）。 

「Message translations」のチェックボックスを選択していると、R 上のメニュ

ーやメッセージ等がすべて日本語で表示されることになります。英語で表示し

たいのであれば、このチェックボックスは外してください。 
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⑤ 起動時オプションのカスタマイズを行うことができます。はじめて使用され

る方は「いいえ」のままでよろしいかと思います。「次へ」をクリックして

ください。 
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⑥ インストールが完了すると、Windows のスタートメニューの中に、R のプロ

グラムが追加されます。以下の画面で、プログラムの名称を設定することが

できます。はじめて使用される方は「R」のままでよろしいかと思います。

「次へ」をクリックしてください。 
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⑦ 最後の選択肢です。その他のオプションを指定する画面です。はじめて使

用される方は、デフォルトのままでよろしいかと思います。「次へ」をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 「デスクトップ上にアイコンを作成する」を選択すると、デスクトップ上に、

R のショートカットアイコンが追加されます。 

 「クイック起動アイコンを作成する」を選択すると、Windows のタスクバーの

上に、R のショートカットアイコンが追加されます。 

 「レジストリ項目」については、高度なオプションとなります。はじめて使用

される方は、特に、デフォルトのままとして、支障はありません。 
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⑧ インストールが開始されます。以下の画面が表示されます。プログラムファ

イルがインストールされるまで、しばらくお待ちください。 
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⑨ インストールが完了したら、以下の画面が表示されます。「完了」をクリッ

クして、インストールプログラムを閉じてください。 
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3. R を立ち上げよう 

 

① インストールプログラムが正常にインストールされていたら、Windows のス

タートメニューに、R のプログラムが追加されます。「R i386」または「R x64」

のプログラムを選択してください。R のプログラムが立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 「R i386」が、32 bit 版のプログラムで、「R x64」が、64 bit 版のプログラムと

なります。どちらのプログラムを選んでも、基本的には同じプログラムが起動し

ます（コンピュータのスペックに合わせて、計算速度などは違います）。 
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② R のプログラムが正常にインストールされていたら、以下のプログラムが立

ち上がります。 

 

 

 
 

 

 以上で、インストールは完了です。 

 

cf.) 以下のコマンドで、R の基本機能のデモを見ることができます。 

 

demo(graphics) 

demo(colors) 

demo(plotmath) 
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補足：R のプログラムエディタ 

 

 
 

 

 

 R には、SAS などのような高機能なプログラムエディタが付属していないた

め、プログラムの作成には、別な R のプログラムに対応したテキストエディタ

を使用しているユーザーが多いようです。フリーの高機能なテキストエディタ

で、人気があるのは、Notepad++ (https://notepad-plus-plus.org/) です。プログラム

の拡張子を「.r」として保存すると、エディタ上で、R の基本コマンドが色分け

されて表示されます。 

 

また、R の統合開発環境である、RStudio (https://www.rstudio.com/ ) にも、同様

の高機能なプログラムのエディタが付属しています。 

 


